
市 民 連 合 の 一 般 質 問

　世界的規模の半導体メーカーで、県が菊陽町に誘致する
『ＴＳＭＣ』は、2年後の操業開始へ向け、現在、現場では、大型
のクレーンが何十台も投入され、壮観な景色です。
　TSMCは1700人を雇用予定で、かなりの人数が熊本市内
に住居を構えると思われます。朝夕の通退勤時に大変な交通
渋滞が予想されるため、プロジェクトチームが対策を練ってい
ます。
　まだ、不明確な点も多く、誘致する県には早急な情報提供を
求めたいものです。
　また、一方では、大量の地下水を汲み上げ、枯渇の心配や排
水時に環境に影響を与える化学物質を放流しないか、と心配
の向きもあります。
　世界的規模の半導体企業だけに、環境への影響を心配され
る気持ちはよく分かります。

　そこで、私は、上下水道局長を訪ね、多くの市民が心配され
ている点を事業管理者（水道局長）に直接、尋ねました。
　その翌日、上下水道局の技術者が説明に来ました。TSMC
に限らず、工場からの排水を最終的に熊本市の川に流すには、
国の法律や熊本県・市の条例により、何十ものチェック項目を
クリアする必要があります。例えば、水質汚濁防止法により、
TSMCの工場敷地内には、世界的に有名な水処理プラントの
「オルガノ」が事業委託契約を結んでいるそうです。
　TSMCの工場からの排水は、厳しい排水基準をクリアしない
と工場外へは排水されず、さらに県所管の北部浄化センター
で浄水され、水質汚濁防止法の排水基準値以下であることが
確認されると、熊本市の坪井川に排水されます。こうした仕組
みを詳しく聞くにつけ、根拠なく恐れることはないと思います。

【都市整備委員会】

ビプレス広場で街頭演説

長溝団地用水路の現地確認こども食堂
大江グランパレッタの１階に「はぐくみ地域こ
ども食堂」がオープン。
毎週２日、水曜日と土曜日には多くの親子連れ
でにぎわっています。
運営者の野村順子さんご夫妻とお店の前で

昨年八月の大雨で、広い範囲で浸水
した長溝団地の状況を連絡された
住民の松崎さんから説明を受ける
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　市民連合からは、 山内勝志議員、島津哲也議員、西岡誠也議員が、それぞれ質問しました。

村上ひろし日々の活動



電停からあふれる学生たち

　熊本市の貴重な観光資
源、熊本城。しかし、蒸し暑さ
でも有名な熊本の夏。そん
な蒸し暑い熊本へ観光客に
来てもらうための秘策‼
　極小ノズルから噴出され
る冷水は小さな霧状となり、
涼しさを提供します。一般質
問での私の提案を実現させ
てくれた熊本城総合事務所
の職員に心から感謝‼ 

一般質問で提案した冷却ミストが完成。見学に行きました

段山電停前に新築移転した「熊本YMCA」。
段山電停は狭小のため、朝夕の登下校時間
になると、乗客が電停から溢れます

長溝団地の用水路の現地調査の途中、
散歩中の親子連れと立ち話

長溝団地の各所で、当時の浸水状況を
住民から説明を受ける

散歩中の親子連れ 浸水状況の調査

県庁で行われた多目的トイレの
モックアップ見学会に、CSの会
の今村さんと参加

九品寺町内会役員と「熊本市危機防災総室」との意見交換会。災害
時の避難場所、避難方法など、多岐にわたり意見交換

政界引退後、里親となり、全国で講演
活動中の塩崎恭久・元厚生大臣。
グランメッセ熊本での講演会後にお話
が出来ました

「CSの会」の今村さん 「なぜ 私が里親になったのか」

世界的規模の半導体企
業、台湾の「TSMC」が2年
後、菊陽町に進出予定。
水資源の枯渇を心配する
声が一部にあり、確認の
ため現地調査

一部の道路が浸水する九品
寺3丁目。住民からの要望を
行政に繋ぎ、完成

意見交換会

濡れても濡れない冷 却ミスト

TSMC工場予定地の
現地調査

住民要望の側溝
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